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浜松K..かける 11月 3日の天気Kついて

伊藤通玄 *

は じめに

1 1月3自の天気については既に多〈の研究がなされ. 特 異 日

1) ( Singuユari七y )であるこ とが憶かめられている。例えば高矯博士 は 11 

月 3日を日本の季節ごよみ町中で '秩 晴れ t ~名付けられている。また伊藤皐

雄 氏 2)は金沢町例につき、殿村清人氏 3)は東京の例につき 、 モれぞれ 11月3

自の晴天串がその前後の晴天事に比し‘員常に高いことを指摘されている。

殿村氏によれば 18 8 6年〈捌治 19年 )-1950年く昭和 25年〉のこ

の自の晴天串は、 1 1月3目前後町晴天串が 40 ~も前後にとどまる白に比 L、

突に 62 ~品の高きを示してい る 。 L かも この傾向は 1 9 2 1年〈 大正 10年 〉

以降回Eは更に商い 70骨 を示 Lτいる。

鉱者は浜訟の例について同様な試みを行なったので、その慨要を報告する。

1 1月 3目前後 の天気

1 1月 3目前後町浜訟の天気を具体的に知るために、 浜松測候所の気象観測

月表原簿から、1.88 6年以 降本竿までり 10月 30日-1 1月7自 の平均蜜

責主降水置の記録を利用した。

この記録から晴天回数 E快晴回数+暗回数〉、雨天日数を統計し、あわせて

晴天車、雨天串を算出 Lた結果を第一表に示す。

第一表

1 1月3目前後の天気回数 (1886-1958)

なと 30 31 1 2 3 4 5 6 7 

O 1 6 21 1 9 1 7 (u) 12 23 24 21 

① 19 1 5 1 7 @ 1 9 23 1 5 18 25 

。 8 ⑪ 9 4 7 7 3 6 6 

• 30 27 28 26 20 31 ⑬ 25 21 
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詮三 30 3 1 l 2 3 4 5 6 7 

0+① 35 36 36 43 @ 35 38 42 46 

晴天率 4 8 ，ー 49骨 4 91品 591> (6か 48骨 52骨 58~再 ⑬骨

曇天串 1 1 1ゐ 。骨 13骨 5~ら 1 0 ~再 10骨 4骨 81‘ 8事

雨天串 41骨 37'/0 38骨 36事 2 7 ~ゐ 42'/0 任主ゅ 34~ゐ 2 91ゐ

表中、 晴天串とは骨暦日における 73ヶ年。晴天日数を73で割 った商であ

り、 雨天串、 金天串も問機な操作で得られたもりで百分串で示 Lてある。

iI考のために量生村氏による東京の例との比較を第二表に示す。

第 表

1 1月 3臼前後の晴天串の比較く東京二浜松 〉

盆ヨ 30 3 1 1 2 3 4 5 6 7 

東京 38事 45骨 3 5 ~品 48'1> ⑬ 4 42事 40骨 46鴨 5 51， 
浜松 48 49 49 59 を否 48 5 2 58 IC空予
第二表で朗らかなように〈調査方法の諮呉を考慮する必要もあろうが〉浜松

におけるこの期間の晴天率はいずれも東京より高いが、 その中でも 11月 3日

が最高の 6 3骨を示 Lている。

但し、 1 1月7日にも同じ 63 ~品があらわれているので、 東京町例ほど 11 

月3目白特典性を強制できない。

阪村氏は更に東京における 11月 3目。晴天串が 19 2 1年以降特に地加し

てし、ること を指摘されているので、 との点について比較するために、 浜 松 に お

ける 11月 3目前後町晴天車の変動を 4101'''-分けて第三表に示す。

第 表

浜松における 11月 3目前後の晴天串田変動

i1JJr.，日 30 31 1 2 3 4 5 6 7 

181869~ 00 54 54 33 6 7 67 47 40 67 @ 
190719~ 90 50 55 40 45 50 30 45 55 Q5) 
191219~ 40 45 3 5 55 65 住D 60 60 55 45 

1941- 4 4 57 任D 61 56 56 61 56 56 
1958 

第三表で朗かなように 11月3自の特典性を強調できるのは第三期白みであ

-18-



り‘ 晴天串のピーク はかなり 移 動するこ主が骨る。

t>帯までに殿村氏による東京の例と比較した結果を第四表に示す。

第四表

1 1月 3目前後。 晴 天 率 のl!!:l肋の比絞 〈東京= 浜松 〉

期
場所目 30 3 1 E z 3 4 5 6 7 間

前 東 京 34 43 40 46 54 49 34 54 |唖.D
期 浜松 5 1 54 37 54 57 37 43 60 7.!) 
後 東 京 40 47 30 50 ⑪ 33 47 37 47 

期浜松 45 45 61 63 ⑬ 58 6 1 55 50 
'-----ー一一一一

第四表中の前期は 18 8 6年 - 1 92 0、 後期は 1921年以降を意味する。

この表でも、一般に東京に比し、 浜松の附天串の高いととを指摘できる。 m

天串のピークはいずれも前期は 11月 7目、後期は 11月 3日にあり 、こ の点

では東京・浜松の地獄的な差は少ないと云える。

むすび

1 886年以降 73年聞の 11月3目前後の天気を浜訟の例について調ベて

見た結染、 1 1月3日の附天串は 63骨を示L-.その前後に比較 Lて確かに商

いことが分った。しか L、 これを4J唱に分けて翻へて見ると 11月 3 自の附天

平は必ずしも商〈な〈 、 階天串のピークはかなり変動すること JJl分った。 宮た

殿村氏り指摘された 19 2 1年前後町時天串の茸動を樹ベた結果、東京の例主

大差ない傾向が認められた。

すな去っち、 1 9 2 0年までの 11月 3目前後町時天串の最高は 11月7自の

7 7 ~ゐであり 、 19 2 1年以降の最高は 11月 3自の 68 <foであったa

さらに 19 2 1年以降を二期に分けた場合、 11月3自の晴天白特異性の顕

著な白は 19 2 I年 -19 4 0年だけである。

Lたがって、 11月 3自の singularityは 19 2 1年以降. 特に 19 2 1 

年- 1 94 0年では顕著であるが、 全期間を通じた場合は顕著主は去い緩い固

最 後にE料 の提供にあずか り、 種 ル御教示いただいた佐'"倉航三先生および

浜松測候所に感謝の窓を表し、 ベ Y をおく。
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